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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】トナー粒子の相対湿度に対する感受性が低く、安定して、向上した電荷を有する
トナーを提供する。
【解決手段】本開示は、ポリエステル樹脂および１０重量％以下のスチレン／アクリレー
ト樹脂を含むコア、及びシェルを含むトナー粒子である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリッドトナーであって、少なくとも１つのポリエステル樹脂、１０重量％以下の
少なくとも１つのスチレン／アクリレート樹脂のコア樹脂、場合によりワックス、場合に
より着色剤、およびシェルを含み、ハイブリッドトナーは、（ａ）ポリスチレン／アクリ
レート樹脂を含まないポリエステルトナーと比較して、相対湿度に対する感度が低い；（
ｂ）微粒子の割合が低い；（ｃ）Ａゾーン電荷が高い；（ｄ）Ｂゾーン電荷が低い；また
は（ｅ）Ｊ／Ａ比が小さい、のうち１つ以上を有する、ハイブリッドトナー。
【請求項２】
　前記シェルは、トナーの約２２重量％～約３５重量％含まれる、請求項１に記載のトナ
ー。
【請求項３】
　ポリスチレン／アクリレート樹脂は、トナーの少なくとも５重量％存在する、請求項１
に記載のトナー。
【請求項４】
　ポリスチレン／アクリレート樹脂は、トナーの約１０重量％存在する、請求項１に記載
のトナー。
【請求項５】
　アモルファスポリエステル樹脂、結晶性ポリエステル樹脂、またはその両方を含む、請
求項１に記載のトナー。
【請求項６】
　少なくとも１つの結晶性ポリエステル樹脂を含む、請求項１に記載のトナー。
【請求項７】
　少なくとも１つのアモルファスポリエステル樹脂を含む、請求項１に記載のトナー。
【請求項８】
　少なくとも１つのアモルファスポリエステル樹脂が、低分子量樹脂、高分子量樹脂、ま
たはその両方を含む、請求項７に記載のトナー。
【請求項９】
　低分子量樹脂は、分子量が約２５，０００以下であり、高分子量樹脂は、分子量が少な
くとも約７０，０００である、請求項８に記載のトナー。
【請求項１０】
　スチレン／アクリレート樹脂は、スチレンアクリレート、スチレンブタジエン、スチレ
ンメタクリレート、およびこれらの組み合わせから選択される、請求項１に記載のトナー
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、コアにポリエステルラテックスおよびスチレン／アクリレートラテックスの
ブレンドを用いて調製され、スチレン／アクリレート樹脂は、融着中にトナー粒子表面を
強化し、微粒子が少なく、均一な大きさの粒子集合を与えるトナー粒子、および、相対湿
度（ＲＨ）感受性が低く、もっと丈夫な表面を有するトナー、およびＡゾーン電荷および
Ｂゾーン電荷が向上したトナーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリエステルラテックスは、融合中に望ましいレオロジー特性を有し、低い最小固定温
度を有するトナーを与える。しかし、ポリエステルトナーは、ＲＨに感受性である。湿度
は、ポリエステルトナー粒子に静電電荷を付与し、次いで、ゼログラフィー性能および画
質に影響を与える。
【０００３】
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　トナー電荷は、外部添加剤によって高めることができる。しかし、この選択肢には欠点
がある。現像システムの補充器は、例えば、現像オーガによって与えられる大きな力を受
け、トナー表面に添加剤が衝突する。現像システム中のトナー粒子の滞留時間は、添加剤
の衝突度と正の相関関係にある。トナー粒子表面に外部添加剤が埋め込まれると、望まし
くないトナー帯電挙動が生じ、印刷品質が悪くなる（特に、トナー被覆度が低い領域）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、望ましいレオロジー特性から利点を受けるポリエステル樹脂を用いて調製され
るトナー粒子の電荷を安定化する必要が依然として存在する。この問題は、コアにポリエ
ステル樹脂とスチレン／アクリレート樹脂を両方とも含むハイブリッドトナーを調製する
ことによって、本発明で対処された。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、コアに少なくとも１つのポリエステル樹脂、少なくとも１つのスチレン／ア
クリレート樹脂、任意要素のワックスおよび任意要素の着色剤を含むコアを含むハイブリ
ッドトナー粒子を記載し、このハイブリッドトナーは、コアにスチレン／アクリレート樹
脂を含まないポリエステルトナーと比較して、相対湿度に対する感度（ＲＨ）が低い。ト
ナーはシェルを有する。トナーは、２成分現像剤を含んでいてもよい。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、スチレン／アクリレート樹脂は、ハイブリッドトナーコアの
樹脂全体の重量の１０％以下含まれる。いくつかの実施形態では、スチレン／アクリレー
ト樹脂は、スチレンアクリレート、スチレンブタジエン、スチレンメタクリレートおよび
これらの組み合わせから選択される。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、ポリエステル樹脂は、アモルファス樹脂、結晶性樹脂、また
はこれらの組み合わせである。ポリエステル樹脂は、高分子量樹脂、低分子量樹脂、また
はこれらの組み合わせであってもよい。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　（Ａ）導入
　本開示は、トナーコアの樹脂成分が、ポリエステル樹脂とスチレン／アクリレート樹脂
を含むハイブリッドトナー粒子を提供する。ハイブリッドトナー粒子は、ポリエステルト
ナーに関連する欠点（例えば、悪いＲＨ感受性および添加剤の衝突）を最小限にしつつ、
ポリエステルトナー粒子の望ましい特性（例えば、融合特性および低い最小固定温度）を
維持するように設計される。
【０００９】
　従って、コア中のポリエステル樹脂とスチレン／アクリレート樹脂の比率は、さまざま
であってもよいが、ポリエステル樹脂の望ましい特性が維持される限り、重量で９０以下
：１０、例えば、約９１：０９、約９２：０８、約９３：０７、約９４：０６、約９５：
０５、約９６：０４、約９７：０３、９８：０２などであってもよい。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、スチレン／アクリレート樹脂は、トナー粒子のコア中、コア
樹脂の１０重量％以下、コア樹脂の約８重量％以下、約６重量％以下、約５重量％以下で
存在し、いくつかの実施形態では、トナー粒子のコア樹脂の約１重量％～１０重量％、約
２重量％～約９重量％、約２．５～約７重量％、約３～約５重量％存在する。
【００１１】
　本発明のハイブリッドトナー粒子は、当業者に既知の多くの異なる特性によって調製す
ることができ、バッチプロセス、連続プロセス、またはこれらの組み合わせのいずれかに
よる乳化凝集（ＥＡ）が挙げられる。いくつかの実施形態では、ハイブリッドトナー粒子
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は、バッチプロセスおよび連続プロセスの組み合わせによって調製され、少なくとも１つ
のポリエステル樹脂、少なくとも１つのスチレン／アクリレート樹脂、場合によりワック
スおよび場合により着色剤のエマルションをバッチ反応器内で合わせ、混合し、コア粒子
を調製し、バッチ反応器で凝集を行う。凍結凝集させ、シェルを加えた後、コア／シェル
粒子のスラリーを連続反応器に供給し、トナー粒子を融着させ、調製することができる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、ハイブリッドトナーは、さまざまな湿度条件で、優れた電荷
を含む。これにより、トナー電荷を調整し、例えば、種々の環境条件で最適化された組成
を有し、最適化された電荷を有するトナーを得ることができる。このトナーは、１つより
多い環境条件で、いくつかの実施形態では、複数の環境条件（ＡゾーンおよびＢゾーン）
で許容され得る電荷または有利な電荷を有するという点で、丈夫である。従って、目的の
トナーは、多くの環境条件の組み合わせのために組成および機能の複数の変数の最適化を
可能にするトナーである。
【００１３】
　例えば、目的のトナーは、Ｂゾーン（７０°Ｆ、５０％ＲＨ）での静電電荷が約－６０
～約－７５μＣ／ｇ、約－６３～約－７３μＣ／ｇ、約－６４～約－７２μＣ／ｇである
。いくつかの実施形態では、ハイブリッドトナーは、Ｂゾーンでの静電電荷が約－７４μ
Ｃ／ｇ未満、約－７２μＣ／ｇ未満、－７０μＣ／ｇ未満、－６８μＣ／ｇ未満である。
これらの値は、一般的に、類似であるがスチレン／アクリレート樹脂を含まないトナーの
値よりも低い。コア中のスチレン／アクリレート含有量を変えると、Ｂゾーン電荷および
少なくとも１つの他のゾーンでの電荷を調整することができる。
【００１４】
　ハイブリッドトナーについてのＡゾーン（８０°Ｆ、８０％ＲＨ）電荷に対するＪゾー
ン（７０°Ｆ／１０％ＲＨ）電荷の比率は、類似であるがスチレン／アクリレート樹脂を
含まないポリエステルトナーの値よりも低く、例えば、約１．３～約２．１、約１．４～
約２、約１．５～約１．９であり、類似のポリエステルのみのトナーの値と比較した比率
の減少は、主に、Ａゾーンでの電荷の増加から誘導され、すなわち、目的のトナーは、高
湿条件で良好な電荷を維持する。従って、トナーコア中のスチレン／アクリレート樹脂の
量の調整によって、高湿条件での良好な性能のためにＡゾーン電荷を巧みに調整すること
ができる。この観察結果は、上に述べた、低く、調整可能なＢゾーン電荷と一致している
。
【００１５】
　多点決定による目的の粒子のＢＥＴ表面積は、少なくとも１μｍ２／ｇ、少なくとも約
１．４μｍ２／ｇ、少なくとも約１．５μｍ２／ｇ、少なくとも約１．６μｍ２／ｇまた
はもっと大きい。目的の粒子の表面積が大きいと、設計上の選択として、電荷または帯電
した粒子および望ましい目的、機能または特性のための他の表面分子を保有するための表
面部位の数が多くなる。
【００１６】
　（Ｂ）定義
　本明細書で使用される場合、ある量と組み合わせて用いられる「約」といった修飾語は
、任意の述べられている値を含み、その内容によって示されている意味を有する（例えば
、この修飾語は、特定の量の測定に関連する程度の誤差を少なくとも含む）。いくつかの
実施形態では、目的の用語は、述べられた値から約１０％未満の変動を含む。ある範囲と
いう観点で用いる場合、「約」という修飾語は、２個の端点の絶対値によって定義される
範囲を開示しているものと考えるべきである。例えば、「約２～約４」という範囲は、「
２～４」の範囲も開示する。
【００１７】
　目的のトナーは、コアにスチレン／アクリレート樹脂を含むトナーである。目的のトナ
ーと、同一であるが、スチレン／アクリレート樹脂を含まないトナーとの比較を行う。こ
こで、比較またはコントロールのトナーは、コアにスチレン／アクリレート樹脂を含まな
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いトナーであり、例えば、「ポリエステルのみのトナー」、「スチレン／アクリレートを
含まないトナー」、「スチレン／アクリレート樹脂を含まないポリエステルトナー」、「
スチレン／アクリレート樹脂を含まないポリエステルトナー」、「スチレン／アクリレー
ト樹脂を含まないトナー」、「スチレン／アクリレート樹脂を含まないトナー」などの多
くの様式で記載される。他の用語および句を使用してもよく、想定され、コアにスチレン
／アクリレート樹脂を含まないポリエステルトナーに基づく。
【００１８】
　ポリマーを、重合後にモノマーが変化し、もはや元々の反応剤と同一でなくても、ポリ
マーを構築するために使用される２つ以上の構成モノマーによって本明細書で特定され、
命名することができる。従って、例えば、ポリエステルは、多くは、ポリ酸モノマーまた
は要素と、ポリアルコールモノマーまたは要素とで構成される。従って、トリメリット酸
反応剤を使用してポリエステルポリマーを製造する場合、このポリエステルポリマーは、
トリメリット酸ポリエステルとして本明細書で特定することができる。
【００１９】
　（Ｃ）トナー粒子
　目的のハイブリッドトナー粒子は、少なくとも１つのポリエステル樹脂と少なくとも１
つのスチレン／アクリレート樹脂を含むコアを含み、ハイブリッドトナー粒子は、ポリス
チレン／アクリレート樹脂を含まないポリエステルトナー粒子と比較して、低いＲＨに対
する感度（ＲＨに対する感度は、さまざまなレベルの湿度でトナーの静電電荷を測定する
ことによって決定することができる）；粒子の均一な集合；微粒子の数が少ない；Ｂゾー
ン電荷が優れており、低い；向上した表面積；Ｊ／Ａ比が小さい；Ａゾーン電荷が高いな
どのうち１つ以上を有する。
【００２０】
　本発明のハイブリッドトナー粒子を、当該技術分野で公知の任意の添加パッケージおよ
び／または担体と合わせ、画像形成目的のために現像剤に配合してもよい。いくつかの実
施形態では、トナー粒子は、ＥＡトナーである。
【００２１】
　（ａ）樹脂およびラテックス
　トナーに使用するためのスチレン／アクリレートラテックスを調製するのに適した任意
のモノマーを利用してもよい。このようなラテックスを従来の方法によって製造してもよ
い。
【００２２】
　適切なモノマーとしては、限定されないが、スチレン、アクリレート、メタクリレート
、ブタジエン、イソプレン、アクリル酸、メタクリル酸、アクリロニトリル、これらの組
み合わせなどが挙げられる。例示的なモノマーとしては、限定されないが、スチレン、ア
クリル酸アルキル、例えば、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、
アクリル酸イソブチル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸　ｎ－オクチル、アクリル酸　
２－クロロエチル；β－カルボキシエチルアクリレート（β－ＣＥＡ）、アクリル酸フェ
ニル、メチル　α－クロロアクリレート、メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）、メタクリル酸
エチルおよびメタクリル酸ブチル；ブタジエン；イソプレン；メタアクリロニトリル；ア
クリロニトリル；ビニルエーテル、例えば、ビニルメチルエーテル、ビニルイソブチルエ
ーテル、ビニルエチルエーテルなど；ビニルエステル、例えば、酢酸ビニル、プロピオン
酸ビニル、安息香酸ビニルおよび酪酸ビニル；ビニルケトン、例えば、ビニルメチルケト
ン、ビニルヘキシルケトンおよびメチルイソプロペニルケトン；ハロゲン化ビニリデン、
例えば、塩化ビニリデンおよびクロロフッ化ビニリデン；Ｎ－ビニルインドール；Ｎ－ビ
ニルピロリドン；メタクリレート（ＭＡ）；アクリル酸；メタクリル酸；アクリルアミド
；メタクリルアミド；ビニルピリジン；ビニルピロリドン；ビニル－Ｎ－メチルピリジニ
ウムクロリド；ビニルナフタレン；ｐ－クロロスチレン；塩化ビニル；臭化ビニル；フッ
化ビニル；エチレン；プロピレン；ブチレン；イソブチレンなど、およびこれらの混合物
が挙げられる。
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【００２３】
　例示的なスチレン／アクリレートポリマーとしては、スチレンアクリレート、スチレン
ブタジエン、スチレンメタクリレートが挙げられ、さらに具体的には、ポリ（スチレン－
アクリル酸アルキル）、ポリ（スチレン－１，３－ジエン）、ポリ（スチレン－メタクリ
ル酸アルキル）、ポリ（スチレン－アクリル酸アルキル－アクリル酸）、ポリ（スチレン
－１，３－ジエン－アクリル酸）、ポリ（スチレン－メタクリル酸アルキル－アクリル酸
）、ポリ（メタクリル酸アルキル－アクリル酸アルキル）、ポリ（メタクリル酸アルキル
－アクリル酸アリール）、ポリ（メタクリル酸アリール－アクリル酸アルキル）、ポリ（
メタクリル酸アルキル－アクリル酸）、ポリ（スチレン－アクリル酸アルキル－アクリロ
ニトリル－アクリル酸）、ポリ（スチレン－１，３－ジエン－アクリロニトリル－アクリ
ル酸）、ポリ（アクリル酸アルキル－アクリロニトリル－アクリル酸）、ポリ（スチレン
－ブタジエン）、ポリ（メチルスチレン－ブタジエン）、ポリ（メタクリル酸メチル－ブ
タジエン）、ポリ（メタクリル酸エチル－ブタジエン）、ポリ（メタクリル酸プロピル－
ブタジエン）、ポリ（メタクリル酸ブチル－ブタジエン）、ポリ（アクリル酸メチル－ブ
タジエン）、ポリ（アクリル酸エチル－ブタジエン）、ポリ（アクリル酸プロピル－ブタ
ジエン）、ポリ（アクリル酸ブチル－ブタジエン）、ポリ（スチレン－イソプレン）、ポ
リ（メチルスチレン－イソプレン）、ポリ（メタクリル酸メチル－イソプレン）、ポリ（
メタクリル酸エチル－イソプレン）、ポリ（メタクリル酸プロピル－イソプレン）、ポリ
（メタクリル酸ブチル－イソプレン）、ポリ（アクリル酸メチル－イソプレン）、ポリ（
アクリル酸エチル－イソプレン）、ポリ（アクリル酸プロピル－イソプレン）、ポリ（ア
クリル酸ブチル－イソプレン）、ポリ（スチレン－アクリル酸プロピル）、ポリ（スチレ
ン－アクリル酸ブチル）、ポリ（スチレン－ブタジエン－アクリル酸）、ポリ（スチレン
－ブタジエン－メタクリル酸）、ポリ（スチレン－ブタジエン－アクリロニトリル－アク
リル酸）、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル－アクリル酸）、ポリ（スチレン－アクリ
ル酸ブチル－メタクリル酸）、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル－アクリロニトリル）
、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル－アクリロニトリル－アクリル酸）、ポリ（スチレ
ン－ブタジエン）、ポリ（スチレン－イソプレン）、ポリ（スチレン－メタクリル酸ブチ
ル）、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル－アクリル酸）、ポリ（スチレン－メタクリル
酸ブチル－アクリル酸）、ポリ（メタクリル酸ブチル－アクリル酸ブチル）、ポリ（メタ
クリル酸ブチル－アクリル酸）、ポリ（アクリロニトリル－アクリル酸ブチル－アクリル
酸）およびこれらの組み合わせが挙げられる。ポリマーは、ブロックコポリマー、ランダ
ムコポリマーまたは交互コポリマーであってもよい。
【００２４】
　スチレン／アクリレートラテックスコポリマーの具体例としては、ポリ（スチレン－ｎ
－アクリル酸ブチル－β－ＣＥＡ）、ポリ（スチレン－アクリル酸アルキル）、ポリ（ス
チレン－１，３－ジエン）、ポリ（スチレン－メタクリル酸アルキル）、ポリ（メタクリ
ル酸アルキル－アクリル酸アルキル）、ポリ（メタクリル酸アルキル－アクリル酸アリー
ル）、ポリ（メタクリル酸アリール－アクリル酸アルキル）、ポリ（メタクリル酸アルキ
ル）、ポリ（スチレン－アクリル酸アルキル－アクリロニトリル）、ポリ（スチレン－１
，３－ジエン－アクリロニトリル）、ポリ（アクリル酸アルキル－アクリロニトリル）、
ポリ（スチレン－ブタジエン）、ポリ（メチルスチレン－ブタジエン）、ポリ（メタクリ
ル酸メチル－ブタジエン）、ポリ（メタクリル酸エチル－ブタジエン）、ポリ（メタクリ
ル酸プロピル－ブタジエン）、ポリ（メタクリル酸ブチル－ブタジエン）、ポリ（アクリ
ル酸メチル－ブタジエン）、ポリ（アクリル酸エチル－ブタジエン）、ポリ（アクリル酸
プロピル－ブタジエン）、ポリ（アクリル酸ブチル－ブタジエン）、ポリ（スチレン－イ
ソプレン）、ポリ（メチルスチレン－イソプレン）、ポリ（メタクリル酸メチル－イソプ
レン）、ポリ（メタクリル酸エチル－イソプレン）、ポリ（メタクリル酸プロピル－イソ
プレン）、ポリ（メタクリル酸ブチル－イソプレン）、ポリ（アクリル酸メチル－イソプ
レン）、ポリ（アクリル酸エチル－イソプレン）、ポリ（アクリル酸プロピル－イソプレ
ン）、ポリ（アクリル酸ブチル－イソプレン）；ポリ（スチレン－アクリル酸プロピル）
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、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル）、ポリ（スチレン－ブタジエン－アクリロニトリ
ル）、ポリ（スチレン－アクリル酸ブチル－アクリロニトリル）などが挙げられる。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、複数のモノマーは、コポリマー、例えば、スチレンおよびア
クリル酸アルキル（例えば、スチレン、ｎ－アクリル酸ブチルおよびβ－ＣＥＡの混合物
）を製造するために使用される。モノマーの合計重量に基づき、スチレンは、約１％～約
９９％、約５０％～約９５％、約７０％～約９０％の量で存在していてもよいが、もっと
多い量または少ない量で存在していてもよく、アクリレートは、約１％～約９９％、約５
％～約５０％、約１０％～約３０％の量で存在していてもよいが、もっと多い量または少
ない量で存在していてもよい。
【００２６】
　スチレン／アクリレート樹脂粒子は、粒径が約１５５ｎｍ～約２１５ｎｍ、約１６５ｎ
ｍ～約２０５ｎｍ、約１７５ｎｍ～約１９５ｎｍであってもよい。スチレン／アクリレー
ト樹脂粒子は、分子量が約２００００～約５００００、約２５０００～約４５０００、約
３００００～約４００００であってもよい。
【００２７】
　米国特許第６，５９３，０４９号および第６，７５６，１７６号に記載される樹脂を含
め、任意のポリエステル樹脂を使用してもよい。ポリエステルは、アモルファス、結晶性
、またはその両方であってもよい。適切なアモルファス樹脂としては、米国特許第６，０
６３，８２７号に開示されるものが挙げられる。適切な結晶性樹脂としては、米国特許公
開第２００６／０２２２９９１号に開示されるものが挙げられる。適切なポリエステルラ
テックスは、米国特許第６，８３０，８６０号に記載されるようなアモルファスポリエス
テル樹脂と結晶性ポリエステル樹脂の混合物を含んでいてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、不飽和ポリエステル樹脂をポリエステルラテックス樹脂とし
て利用してもよい。このような樹脂の例としては、米国特許第６，０６３，８２７号に開
示されるものが挙げられる。例示的な不飽和ポリエステル樹脂としては、限定されないが
、ポリ（１，２－プロピレンフマレート）、ポリ（１，２－プロピレンマレエート）、ポ
リ（１，２－プロピレンイタコネート）など、およびこれらの組み合わせが挙げられる。
【００２９】
　以下において、「酸によって誘導される要素」またはその機能的な変形語は、ポリエス
テルポリマーの合成中に組み込まれる前は元々酸要素であった構成部分またはモノマーを
示し、「アルコールによって誘導される要素」またはその機能的な変形語は、ポリエステ
ルポリマーの合成中に組み込まれる前は元々アルコール要素であった構成部分またはモノ
マーを示す。
【００３０】
　ポリエステルポリマーは、任意要素の触媒存在下、ポリオールとポリ酸とを反応させる
ことによって作成することができる。結晶性ポリエステルまたはアモルファスポリエステ
ルのいずれかに利用され得る重縮合触媒としては、チタン酸テトラアルキル、ジアルキル
スズオキシド（例えば、ジブチルスズオキシド）、テトラアルキルスズ（例えば、ジブチ
ルスズジラウレート）、ジアルキルスズオキシド水酸化物（例えば、酸化ブチルスズ水酸
化物）、アルミニウムアルコキシド、アルキル亜鉛、ジアルキル亜鉛、酸化亜鉛、酸化第
一スズ、またはこれらの組み合わせが挙げられる。このような触媒は、ポリエステル樹脂
を作成するために用いられる出発物質のポリ酸またはポリエステルを基準として、例えば
、０．０１モル％～５モル％の量で利用されてもよい。
【００３１】
　「結晶性ポリエステル樹脂」は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）で段階的な吸熱量の変動
を示さず、明らかな吸熱ピークを示す樹脂である。しかし、結晶性ポリエステル主鎖と少
なくとも１つの他の要素とを重合することによって得られるポリマーも、他の要素の量が
５０重量％以下の場合、結晶性ポリエステルと呼ばれる。
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【００３２】
　適切な結晶融点および帯電特徴を得るために、６～１０個の炭素原子を含むモノマーポ
リ酸が望ましいだろう。結晶性を高めるために、直鎖ポリカルボン酸が、酸要素の約９５
モル％以上、酸要素の約９８モル％以上の量で存在していてもよい。他のポリ酸は、特に
制限されず、その例としては、既知のポリカルボン酸および多価アルコール、例えば、「
Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄａｔａ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ：Ｂａｓｉｃ　Ｅｄｉｔｉｏｎ」（Ｓｏｃ
．Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ、Ｊａｐａｎ　Ｅｄ．：Ｂａｉｈｕｋａｎ）に記載さ
れるものが挙げられる。アルコール要素として、約６～約１０個の炭素原子を含む脂肪族
ポリアルコールを使用し、望ましい結晶融点および帯電特性を得てもよい。結晶性を上げ
るために、約９５モル％以上、約９８モル％以上の量で直鎖ポリアルコールを使用するこ
とが有用であろう。
【００３３】
　結晶性ポリエステルを作成する場合、適切なポリオールとしては、約２～約３６個の炭
素原子を含む脂肪族ポリオール、例えば、１，２－エタンジオール、１，３－プロパンジ
オール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、
１，１０－デカンジオール、１，１２－ドデカンジオールなど；アルカリスルホ脂肪族ジ
オール、例えば、ソジオ　２－スルホ－１，２－エタンジオール、リチオ　２－スルホ－
１，２－エタンジオール、ポタシオ　２－スルホ－１，２－エタンジオール、ソジオ　２
－スルホ－１，３－プロパンジオール、リチオ　２－スルホ－１，３－プロパンジオール
、ポタシオ　２－スルホ－１，３－プロパンジオール、これらの混合物などが挙げられる
。脂肪族ポリオールは、例えば、樹脂の約４０～約６０モル％、約４２～約５５モル％、
約４５～約５３モル％になるように選択されてもよい（が、これらの範囲からはずれた量
を使用してもよい）。
【００３４】
　結晶性樹脂を調製するために選択されるビニルポリ酸またはビニルポリエステルを含め
、ポリ酸またはポリエステルの例としては、シュウ酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン
酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、フマル酸、フマル酸ジメチル、イタコン酸
ジメチル、ｃｉｓ，１，４－ジアセトキシ－２－ブテン、フマル酸ジエチル、マレイン酸
ジエチル、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、ナフタレン－２，６－ジカルボン酸
、ナフタレン－２，７－ジカルボン酸、シクロヘキサンジカルボン酸、マロン酸およびメ
サコン酸、これらのジエステルまたは無水物；およびアルカリスルホ－有機二酸、例えば
、ジメチル－５－スルホ－イソフタレート、ジアルキル－５－スルホ－イソフタレート－
４－スルホ－１，８－ナフタル酸無水物、４－スルホ－フタル酸、ジメチル－４－スルホ
－フタレート、ジアルキル－４－スルホ－フタレート、４－スルホフェニル－３，５－ジ
カルボメトキシベンゼン、６－スルホ－２－ナフチル－３，５－ジカルボメトキシベンゼ
ン、スルホ－テレフタル酸、ジメチル－スルホ－テレフタレート、５－スルホ－イソフタ
ル酸、ジアルキル－スルホ－テレフタレート、スルホエタンジオール、２－スルホプロパ
ンジオール、２－スルホブタンジオール、３－スルホペンタンジオール、２－スルホヘキ
サンジオール、３-スルホ－２－メチルペンタンジオール、２－スルホ－３，３－ジメチ
ルペンタンジオール、スルホ－ｐ－ヒドロキシ安息香酸、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシ
エチル）－２－アミノエタンスルホネート、またはこれらの混合物のソジオ塩、リチオ塩
またはポタシオ塩が挙げられる。ポリ酸は、例えば、約４０～約６０モル％、約４２～約
５２モル％、約４５～約５０モル％の量になるように選択されてもよい。
【００３５】
　結晶性樹脂の例としては、ポリエステル、ポリアミド、ポリイミド、ポリオレフィン、
ポリエチレン、ポリブチレン、ポリイソブチレート、エチレン－プロピレンコポリマー、
エチレン－酢酸ビニルコポリマー、ポリプロピレン、これらの混合物などが挙げられる。
具体的な結晶性樹脂は、ポリエステル系、例えば、ポリ（エチレン－アジペート）、ポリ
（プロピレン－アジペート）、ポリ（ブチレン－アジペート）、ポリ（ペンチレン－アジ
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ペート）、ポリ（ヘキシレン－アジペート）、ポリ（オクチレン－アジペート）、ポリ（
エチレン－サクシネート）、ポリ（プロピレン－サクシネート）、ポリ（ブチレン－サク
シネート）、ポリ（ペンチレン－サクシネート）、ポリ（ヘキシレン－サクシネート）、
ポリ（オクチレン－サクシネート）、ポリ（エチレン－セバケート）、ポリ（プロピレン
－セバケート）、ポリ（ブチレン－セバケート）、ポリ（ペンチレン－セバケート）、ポ
リ（ヘキシレン－セバケート）、ポリ（オクチレン－セバケート）、ポリ（デシレン－セ
バケート）、ポリ（デシレン－デカノエート）、ポリ（エチレン－デカノエート）、ポリ
（エチレンドデカノエート）、ポリ（ノニレン－セバケート）、ポリ（ノニレン－デカノ
エート）、コポリ（エチレン－フマレート）－コポリ（エチレン－セバケート）、コポリ
（エチレン－フマレート）－コポリ（エチレン－デカノエート）、コポリ（エチレン－フ
マレート）－コポリ（エチレン－ドデカノエート）、アルカリ　コポリ（５－スルホイソ
フタロイル）－コポリ（エチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホイソフ
タロイル）－コポリ（プロピレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホイソフ
タロイル）－コポリ（ブチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ－イソフ
タロイル）－コポリ（ペンチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ－イソ
フタロイル）－コポリ（ヘキシレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ－イ
ソフタロイル）－コポリ（オクチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ－
イソフタロイル）－コポリ（エチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ－
イソフタロイル）－コポリ（プロピレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ
－イソフタロイル）－コポリ（ブチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スルホ
－イソフタロイル）－コポリ（ペンチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－スル
ホ－イソフタロイル）－コポリ（ヘキシレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－ス
ルホ－イソフタロイル）－コポリ（オクチレン－アジペート）、アルカリ　コポリ（５－
スルホイソフタロイル）－コポリ（エチレン－サクシネート）、アルカリ　コポリ（５－
スルホイソフタロイル）－コポリ（プロピレン－サクシネート）、アルカリ　コポリ（５
－スルホイソフタロイル）－コポリ（ブチレン－サクシネート）、アルカリ　コポリ（５
－スルホイソフタロイル）－コポリ（ペンチレン－サクシネート）、アルカリ　コポリ（
５－スルホイソフタロイル）－コポリ（ヘキシレン－サクシネート）、アルカリ　コポリ
（５－スルホイソフタロイル）－コポリ（オクチレン－サクシネート）、アルカリ　コポ
リ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（エチレン－セバケート）、アルカリ　コポ
リ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（プロピレン－セバケート）、アルカリ　コ
ポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ブチレン－セバケート）、アルカリ　コ
ポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ペンチレン－セバケート）、アルカリ　
コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ヘキシレン－セバケート）、アルカリ
　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（オクチレン－セバケート）、アルカ
リ　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（エチレン－アジペート）、アルカ
リ　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（プロピレン－アジペート）、アル
カリ　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ブチレン－アジペート）、アル
カリ　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ペンチレン－アジペート）、ア
ルカリ　コポリ（５－スルホ－イソフタロイル）－コポリ（ヘキシレン－アジペート）、
ポリ（オクチレン－アジペート）であってもよく、アルカリは、ナトリウム、リチウムま
たはカリウムのような金属である。ポリアミドの例としては、ポリ（エチレン－アジパミ
ド）、ポリ（プロピレン－アジパミド）、ポリ（ブチレン－アジパミド）、ポリ（ペンチ
レン－アジパミド）、ポリ（ヘキシレン－アジパミド）、ポリ（オクチレン－アジパミド
）、ポリ（エチレン－スクシンイミド）およびポリ（プロピレン－セバカミド）が挙げら
れる。ポリイミドの例としては、ポリ（エチレン－アジピミド）、ポリ（プロピレン－ア
ジピミド）、ポリ（ブチレン－アジピミド）、ポリ（ペンチレン－アジピミド）、ポリ（
ヘキシレン－アジピミド）、ポリ（オクチレン－アジピミド）、ポリ（エチレン－スクシ
ンイミド）、ポリ（プロピレン－スクシンイミド）およびポリ（ブチレン－スクシンイミ
ド）が挙げられる。
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【００３６】
　結晶性樹脂は、例えば、トナー要素の約４～約１４重量％、約５～約１２重量％、約６
～約１０重量％の量で存在していてもよい。結晶性樹脂は、種々の融点を有していてもよ
く、例えば、約３０℃～約１２０℃、約５０℃～約９０℃であってもよい。結晶性樹脂は
、重量平均分子量（Ｍｗ）が、ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）で測定した場合、
例えば、約１５，０００～約３０，０００、約２０，０００～約２５，０００であっても
よい。結晶性樹脂の分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は、例えば、約２～約６、約３～約５であ
ってもよい。結晶性樹脂粒子は、大きさが約１７０～約２３０ｎｍ、約１８０～約２２０
ｎｍ、約１９０～約２１０ｎｍであってもよい。
【００３７】
　アモルファスポリエステルの調製に利用されるビニルポリ酸またはビニルポリエステル
を含むポリ酸またはポリエステルの例としては、ポリカルボン酸またはポリエステル、例
えば、テレフタル酸、フタル酸、イソフタル酸、フマル酸、フマル酸ジメチル、イタコン
酸ジメチル、ｃｉｓ，１，４－ジアセトキシ－２－ブテン、フマル酸ジエチル、マレイン
酸ジエチル、マレイン酸、コハク酸、イタコン酸、コハク酸、無水コハク酸、ドデシルコ
ハク酸、無水ドデシルコハク酸、グルタル酸、無水グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸
、スベリン酸、アゼライン酸、ドデカン二酸、テレフタル酸ジメチル、テレフタル酸ジエ
チル、イソフタル酸ジメチル、イソフタル酸ジエチル、フタル酸ジメチル、無水フタル酸
、フタル酸ジエチル、コハク酸ジメチル、フマル酸ジメチル、マレイン酸ジメチル、グル
タル酸ジメチル、アジピン酸ジメチル、ドデシルコハク酸ジメチルおよびこれらの組み合
わせが挙げられる。ポリ酸またはポリエステルは、例えば、樹脂の約４０～約６０モル％
、約４２～約５２モル％、約４５～約５０モル％の量で存在していてもよい。
【００３８】
　アモルファスポリエステルを作成するときに利用可能なさらなるポリオールの例として
は、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、
１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオー
ル、２，２－ジメチルプロパンジオール、２，２，３－トリメチルヘキサンジオール、ヘ
プタンジオール、ドデカンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、１，３－シ
クロヘキサンジメタノール、キシレンジメタノール、シクロヘキサンジオール、ジエチレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、ジブチレンおよびこれらの組み合わせが挙げら
れる。選択されるポリオールの量は、さまざまであってもよく、例えば、樹脂の約４０～
約６０モル％、約４２～約５５モル％の量で存在していてもよい。
【００３９】
　高分子量（ＨＭＷ）アモルファス樹脂は、分子量が約７００００～約８４０００、約７
２０００～約８２０００、約７４０００～約８００００であってもよい。低分子量（ＬＭ
Ｗ）アモルファス樹脂は、分子量が約１２０００～約２４０００、約１４０００～約２２
０００、約１６０００～約２００００であってもよい。
【００４０】
　アモルファス樹脂粒子は、大きさが約１７０～約２３０ｎｍ、約１８０～約２２０ｎｍ
、約１９０～約２１０ｎｍであってもよい。
【００４１】
　トナーコア中のアモルファス樹脂の合計量は、トナーコア中の樹脂の約７５重量％～約
９０重量％、約７７重量％～約８７重量％、約７８重量％～約８５重量％であってもよい
。
【００４２】
　ポリエステル樹脂は、従来の既知の方法を用いることによって、上述のモノマー要素か
ら選択される要素の組み合わせから合成されてもよい。例示的な方法としては、エステル
交換方法および直接的な重縮合方法が挙げられ、これを単独で、または組み合わせて使用
してもよい。酸要素とアルコール要素とを反応させる場合、モル比（酸要素／アルコール
要素）は、反応条件に依存してさまざまであってもよい。モル比は、通常は、直接的な重
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縮合では約１／１である。エステル交換方法において、モノマー（例えば、エチレングリ
コール、ネオペンチルグリコールまたはシクロヘキサンジメタノール）は、減圧下で蒸留
されてもよく、過剰量使用されてもよい。
【００４３】
　ラテックス、顔料または本開示のワックス分散物を調製するために、任意の適切な界面
活性剤を使用してもよい。エマルション系に依存して、任意の望ましい非イオン系または
イオン系の界面活性剤、例えば、アニオン系またはカチオン系の界面活性剤が想定されて
もよい。
【００４４】
　適切なアニオン系界面活性剤の例としては、限定されないが、ドデシル硫酸ナトリウム
（ＳＤＳ）、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルナフタレン硫酸ナトリウ
ム、ジアルキルベンゼンアルキルサルフェートおよびスルホネート、アビエチン酸、Ｋａ
ｏから入手可能なＮＥＯＧＥＮ　Ｒ（登録商標）およびＮＥＯＧＥＮ　ＳＣ（登録商標）
、Ｔａｙｃａ　Ｃｏｒｐ．から入手可能なＴａｙｃａ　Ｐｏｗｅｒ（登録商標）、Ｄｏｗ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能なＤＯＷＦＡＸ（登録商標）など、およびこれ
らの混合物が挙げられる。
【００４５】
　適切なカチオン系界面活性剤の例としては、限定されないが、ジアルキルベンゼンアル
キルアンモニウムクロリド、ラウリルトリメチルアンモニウムクロリド、アルキルベンジ
ルメチルアンモニウムクロリド、アルキルベンジルジメチルアンモニウムブロミド、ベン
ザルコニウムクロリド、セチルピリジニウムブロミド、Ｃ１２，Ｃ１５，Ｃ１７－トリメ
チルアンモニウムブロミド、四級化ポリオキシエチルアルキルアミンのハロゲン化物塩、
ドデシルベンジルトリエチルアンモニウムクロリド、ＭＩＲＡＰＯＬ（登録商標）および
ＡＬＫＡＱＵＡＴ（登録商標）（Ａｌｋａｒｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙか
ら入手可能）、ＳＡＮＩＺＯＬ（登録商標）（ベンザルコニウムクロリド、Ｋａｏ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓから入手可能）など、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００４６】
　適切な非イオン系界面活性剤の例としては、限定されないが、ポリビニルアルコール、
ポリアクリル酸、メタロース、メチルセルロース、エチルセルロース、プロピルセルロー
ス、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ポリオキシエチレンセ
チルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンオクチルエー
テル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエー
テル、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレンステアリルエ
ーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ジアルキルフェノキシポリ（エチ
レンオキシ）エタノール（ｓａｎｏｆｉからＡＮＴＡＲＯＸ　８９０（登録商標）、ＩＧ
ＥＰＡＬ　ＣＡ－２１０（登録商標）、ＩＧＥＰＡＬ　ＣＡ－５２０（登録商標）、ＩＧ
ＥＰＡＬ　ＣＡ－７２０（登録商標）、ＩＧＥＰＡＬ　ＣＯ－８９０（登録商標）、ＩＧ
ＥＰＡＬ　ＣＯ－７２０（登録商標）、ＩＧＥＰＡＬ　ＣＯ－２９０（登録商標）、ＩＧ
ＥＰＡＬ　ＣＡ－２１０（登録商標）およびＡＮＴＡＲＯＸ　８９７（登録商標）として
入手可能）など、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００４７】
　界面活性剤は、任意の望ましい量または有効な量で、例えば、反応剤の少なくとも約０
．０１重量％、少なくとも約０．１重量％、反応剤の約１０重量％以下、約５重量％以下
の量で使用されてもよいが、この量は、これらの範囲からなる群からはずれていてもよい
。
【００４８】
　適切な開始剤または開始剤混合物をラテックスプロセスおよびトナープロセスに使用し
てもよい。いくつかの実施形態では、開始剤は、既知の遊離ラジカル重合開始剤から選択
される。適切な遊離ラジカル開始剤の例としては、限定されないが、過酸化物、ペルトリ
フェニルアセテート、過ギ酸　ｔｅｒｔ－ブチル、過硫酸ナトリウム、アゾ化合物などが
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挙げられる。
【００４９】
　重合されるモノマーの合計重量を基準として、開始剤は、約０．１％～約５％、約０．
４％～約４％、約０．５％～約３％の量で存在していてもよいが、もっと多い量または少
ない量で存在していてもよい。
【００５０】
　連鎖移動剤を場合により使用し、ラテックスの重合度を制御し、それによって、本開示
のラテックスプロセスおよび／またはトナープロセスのラテックス生成物の分子量および
分子量分布を制御してもよい。理解することができるように、連鎖移動剤は、ラテックス
ポリマーの一部になってもよい。
【００５１】
　連鎖移動剤は、炭素－硫黄共有結合を有していてもよい。炭素－硫黄共有結合は、赤外
線吸収スペクトルにおいて、５００～８００ｃｍ－１の範囲の波長範囲に吸収ピークを有
する。連鎖移動剤をラテックスおよびラテックスから作られるトナーに組み込む場合、吸
収ピークは、例えば、４００～４，０００ｃｍ－１の波数領域に移動してもよい。
【００５２】
　例示的な連鎖移動剤としては、限定されないが、ｎ－Ｃ３－１５アルキルメルカプタン
；分岐したアルキルメルカプタン；芳香族環を含有するメルカプタンなどが挙げられる。
このような連鎖移動剤の例としては、限定されないが、ドデカンチオール、ブタンチオー
ル、イソオクチル－３－メルカプトプロピオネート、２－メチル－５－ｔ－ブチル－チオ
フェノール、四塩化炭素、四臭化炭素なども挙げられる。「メルカプタン」および「チオ
ール」という用語は、Ｃ－ＳＨ基を意味するために相互に置き換え可能に使用されてもよ
い。
【００５３】
　重合されるモノマーの合計重量を基準として、連鎖移動剤は、約０．１％～約７％、約
０．５％～約６％、約１．０％～約５％の量で存在していてもよいが、もっと多い量また
は少ない量で存在していてもよい。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、場合により、標的ラテックスの分岐構造を制御するために、
第１／第２のモノマー組成物に分岐剤が含まれていてもよい。例示的な分岐剤としては、
限定されないが、デカンジオールジアクリレート（ＡＤＯＤ）、トリメチロールプロパン
、ペンタエリスリトール、トリメリット酸、ピロメリット酸およびこれらの混合物が挙げ
られる。
【００５５】
　重合されるモノマーの合計重量を基準として、分岐剤は、約０％～約２％、約０．０５
％～約１．０％、約０．１％～約０．８％の量で存在していてもよいが、もっと多い量ま
たは少ない量で存在していてもよい。
【００５６】
　本開示のラテックスプロセスおよびトナープロセスにおいて、乳化は、任意の適切なプ
ロセス（例えば、場合により高温での混合）によって行われてもよい。例えば、エマルシ
ョン混合物を、約２０℃～約８０℃、約２００～約４００ｒｐｍに設定したホモジナイザ
で約１分～約２０分混合してもよいが、これらの範囲からはずれた温度および時間を使用
してもよい。
【００５７】
　任意の種類の反応器を制限なく使用してもよい。反応器は、内部の組成物を攪拌する手
段（例えば、インペラ）を備えていてもよい。反応器は、少なくとも１つのインペラを備
えていてもよい。ラテックスおよび／またはトナーを作成するために、インペラが約１０
～約１，０００ｒｐｍの有効混合速度で操作することができるように反応器をプロセス全
体で操作することができる。
【００５８】
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　モノマー添加が終了した後、冷却する前に、その条件を所定時間（例えば、約１０～約
３００分）維持することによって、ラテックスを安定化させてもよい。場合により、上述
のプロセスによって作られるラテックスは、例えば、凝集、溶解および沈殿、濾過、洗浄
、乾燥などの当該技術分野で既知の標準的な方法によって単離されてもよい。
【００５９】
　本開示のラテックスを溶融混合またはその他の方法で種々のトナー成分（例えば、任意
要素のワックス分散物、任意要素の着色剤、任意要素の凝固剤、任意要素のシリカ、任意
要素の帯電向上添加剤または電荷制御添加剤、任意要素の界面活性剤、任意要素の乳化剤
、任意要素の流動添加剤など）と混合してもよい。場合により、トナー組成物に配合する
前に、ラテックス（例えば、固形分が約４０％）を、望ましい固形分保持量になるまで希
釈してもよい（例えば、固形分が約１２～約１５重量％）。
【００６０】
　トナーの合計重量を基準として、ラテックスは、約５０％～約９８％の量で存在してい
てもよいが、これより少ない量で存在していてもよい。このようなラテックス樹脂を製造
する方法は、米国特許第７，５２４，６０２号の開示に記載されるように行われてもよい
。
【００６１】
　（ｂ）着色剤
　種々の既知の適切な着色剤、例えば、染料、顔料、染料混合物、顔料混合物、染料と顔
料の混合物などがトナーに含まれていてもよい。着色剤は、トナー中に、例えば、トナー
の０～約３５重量％、約１～約２５重量％、約３～約２０重量％の量で含まれていてもよ
いが、これらの範囲からはずれた量を利用してもよい。
【００６２】
　適切な着色剤の一例として、カーボンブラック、例えば、ＲＥＧＡＬ　３３０（登録商
標）；マグネタイト、例えば、Ｍｏｂａｙマグネタイト、ＭＯ８０２９ＴＭおよびＭＯ８
０６０ＴＭ；Ｃｏｌｕｍｂｉａｎマグネタイト、ＭＡＰＩＣＯ　ＢＬＡＣＫＳ（登録商標
）；表面処理されたマグネタイト；Ｐｆｉｚｅｒマグネタイト、ＣＢ４７９９ＴＭ、ＣＢ
５３００ＴＭ、ＣＢ５６００ＴＭ、ＭＣＸ６３６９ＴＭ；Ｂａｙｅｒマグネタイト、ＢＡ
ＹＦＥＲＲＯＸ　８６００ＴＭおよび８６１０ＴＭ；Ｎｏｒｔｈｅｒｎ　Ｐｉｇｍｅｎｔ
マグネタイト、ＮＰ６０４ＴＭ、ＮＰ－６０８ＴＭ；Ｍａｇｎｏｘマグネタイト、ＴＭＢ
－１００ＴＭまたはＴＭＢ１０４ＴＭなどが挙げられるだろう。着色した顔料として、シ
アン、マゼンタ、イエロー、レッド、グリーン、ブラウン、ブルーまたはこれらの混合物
から選択されてもよい。一般的に、シアン、マゼンタまたはイエローの顔料または染料、
またはこれらの混合物を使用する。この１種類以上の顔料は、一般的に水系顔料分散物と
して用いられる。
【００６３】
　顔料の具体例としては、ＳＵＮ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ製のＳＵＮＳＰＥＲＳＥ　６００
０、ＦＬＥＸＩＶＥＲＳＥおよびＡＱＵＡＴＯＮＥ水系顔料分散物、ＨＥＬＩＯＧＥＮ　
ＢＬＵＥ　Ｌ６９００ＴＭ、Ｄ６８４０ＴＭ、Ｄ７０８０ＴＭ、Ｄ７０２０ＴＭ、ＰＹＬ
ＡＭ　ＯＩＬ　ＢＬＵＥＴＭ、ＰＹＬＡＭ　ＯＩＬ　ＹＥＬＬＯＷＴＭ、ＰＩＧＭＥＮＴ
　ＢＬＵＥ　１ＴＭ（Ｐａｕｌ　Ｕｈｌｉｃｈ＆Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．から入手可能
）、ＰＩＧＭＥＮＴ　ＶＩＯＬＥＴ　１ＴＭ、ＰＩＧＭＥＮＴ　ＲＥＤ　４８ＴＭ、ＬＥ
ＭＯＮ　ＣＨＲＯＭＥ　ＹＥＬＬＯＷ　ＤＣＣ　１０２６ＴＭ、Ｅ．Ｄ．ＴＯＬＵＩＤＩ
ＮＥ　ＲＥＤＴＭおよびＢＯＮ　ＲＥＤ　ＣＴＭ（Ｄｏｍｉｎｉｏｎ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｌｔｄ．（トロント、オンタリオ）から入手可能）、ＮＯＶＡＰＥ
ＲＭ　ＹＥＬＬＯＷ　ＦＧＬＴＭ、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ　ＰＩＮＫ　ＥＴＭ（ｓａｎｏｆ
ｉ製）およびＣＩＮＱＵＡＳＩＡ　ＭＡＧＥＮＴＡＴＭ（Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　
Ｎｅｍｏｕｒｓ＆Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）などが挙げられる。選択可能な着色剤は
、ブラック、シアン、マゼンタまたはイエロー、およびこれらの混合物である。マゼンタ
着色剤の例は、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ（ＣＩ）でＣＩ　６０７１０として特定される２
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，９－ジメチル－置換キナクリドンおよびアントラキノン染料、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ
でＣＩ　２６０５０として特定されるジアゾ染料であるＣＩ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｒｅ
ｄ　１５、ＣＩ　Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９などである。シアンの具体例としては、
銅テトラ（オクタデシルスルホンアミド）フタロシアニン、Ｃｏｌｏｒ　ＩｎｄｅｘでＣ
ｌ　７４１６０として特定されるｘ－銅フタロシアニン顔料、ＣＩ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂ
ｌｕｅ、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、Ｃｏｌｏｒ　ＩｎｄｅｘでＣｌ　６９８
１０として特定されるＡｎｔｈｒａｔｈｒｅｎｅ　Ｂｌｕｅ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌｕｅ
　Ｘ－２１３７などが挙げられる。イエローの具体例は、ジアリーリドイエロー３，３－
ジクロロベンジデンアセトアセトアニリド、Ｃｏｌｏｒ　ＩｎｄｅｘでＣｌ　１２７００
として特定されるモノアゾ顔料、Ｃｌ　Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１６、Ｃｏｌｏ
ｒ　ＩｎｄｅｘでＦｏｒｏｎ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＳＥ／ＧＬＮとして特定されるニトロフェ
ニルアミンスルホンアミド、Ｃｌ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　３３、２，５－
ジメトキシ－４－スルホンアニリドフェニルアゾ－４’－クロロ－２，５－ジメトキシア
セトアセトアニリド、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＦＧＬである。着色したマグ
ネタイト（例えば、ＭＡＰＩＣＯ　ＢＬＡＣＫＴＭおよびシアン成分の混合物）を着色剤
として選択してもよい。例えば、Ｌｅｖａｎｙｌ　Ｂｌａｃｋ　Ａ－ＳＦ（Ｍｉｌｅｓ，
Ｂａｙｅｒ）およびＳｕｎｓｐｅｒｓｅ　Ｃａｒｂｏｎ　Ｂｌａｃｋ　ＬＨＤ　９３０３
（Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）および着色した染料、例えば、Ｎｅｏｐｅｎ　Ｂｌｕｅ
（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｄａｎ　Ｂｌｕｅ　ＯＳ（ＢＡＳＦ）、ＰＶ　Ｆａｓｔ　Ｂｌｕｅ　
Ｂ２Ｇ０１（ｓａｎｏｆｉ）、Ｓｕｎｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ　ＢＨＤ　６０００（Ｓｕ
ｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）、Ｉｒｇａｌｉｔｅ　Ｂｌｕｅ　ＢＣＡ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇ
ｙ）、Ｐａｌｉｏｇｅｎ　Ｂｌｕｅ　６４７０（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｄａｎ　ＩＩＩ（Ｍａ
ｔｈｅｓｏｎ、Ｃｏｌｅｍａｎ、Ｂｅｌｌ）、Ｓｕｄａｎ　ＩＩ（Ｍａｔｈｅｓｏｎ、Ｃ
ｏｌｅｍａｎ、Ｂｅｌｌ）、Ｓｕｄａｎ　ＩＶ（Ｍａｔｈｅｓｏｎ、Ｃｏｌｅｍａｎ、Ｂ
ｅｌｌ）、Ｓｕｄａｎ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｇ（Ａｌｄｒｉｃｈ）、Ｓｕｄａｎ　Ｏｒａｎｇ
ｅ　２２０（ＢＡＳＦ）、Ｐａｌｉｏｇｅｎ　Ｏｒａｎｇｅ　３０４０（ＢＡＳＦ）、Ｏ
ｒｔｈｏ　Ｏｒａｎｇｅ　ＯＲ　２６７３（Ｐａｕｌ　Ｕｈｌｉｃｈ）、Ｐａｌｉｏｇｅ
ｎ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５２、１５６０（ＢＡＳＦ）、Ｌｉｔｈｏｌ　Ｆａｓｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　０９９１Ｋ（ＢＡＳＦ）、Ｐａｌｉｏｔｏｌ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８４０（ＢＡＳＦ
）、Ｎｅｏｐｅｎ　Ｙｅｌｌｏｗ（ＢＡＳＦ）、Ｎｏｖｏｐｅｒｍ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＦＧ
　１（ｓａｎｏｆｉ）、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＹＥ　０３０５（Ｐａｕｌ
　Ｕｈｌｉｃｈ）、Ｌｕｍｏｇｅｎ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｄ０７９０（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｎｓ
ｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＹＨＤ　６００１（Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）、Ｓｕｃ
ｏ－Ｇｅｌｂ　Ｌ１２５０（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｃｏ－Ｙｅｌｌｏｗ　Ｄ１３５５（ＢＡＳ
Ｆ）、Ｈｏｓｔａｐｅｒｍ　Ｐｉｎｋ　Ｅ（ｓａｎｏｆｉ）、Ｆａｎａｌ　Ｐｉｎｋ　Ｄ
４８３０（ＢＡＳＦ）、Ｃｉｎｑｕａｓｉａ　Ｍａｇｅｎｔａ（ＤｕＰｏｎｔ）、Ｌｉｔ
ｈｏｌ　Ｓｃａｒｌｅｔ　Ｄ３７００（ＢＡＳＦ）、Ｔｏｌｕｉｄｉｎｅ　Ｒｅｄ（Ａｌ
ｄｒｉｃｈ）、Ｓｃａｒｌｅｔ　ｆｏｒ　Ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔ　ＮＳＤ　ＰＳ　ＰＡ
（Ｕｇｉｎｅ　Ｋｕｈｌｍａｎｎ、ＣＡ）、Ｅ．Ｄ．Ｔｏｌｕｉｄｉｎｅ　Ｒｅｄ（Ａｌ
ｄｒｉｃｈ）、Ｌｉｔｈｏｌ　Ｒｕｂｉｎｅ　Ｔｏｎｅｒ（Ｐａｕｌ　Ｕｈｌｉｃｈ）、
Ｌｉｔｈｏｌ　Ｓｃａｒｌｅｔ　４４４０（ＢＡＳＦ）、Ｂｏｎ　Ｒｅｄ　Ｃ（Ｄｏｍｉ
ｎｉｏｎ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏ．）、Ｒｏｙａｌ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｒｅｄ　ＲＤ－８
１９２（Ｐａｕｌ　Ｕｈｌｉｃｈ）、Ｏｒａｃｅｔ　Ｐｉｎｋ　ＲＦ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉ
ｇｙ）、Ｐａｌｉｏｇｅｎ　Ｒｅｄ　３８７１Ｋ（ＢＡＳＦ）、Ｐａｌｉｏｇｅｎ　Ｒｅ
ｄ　３３４０（ＢＡＳＦ）、Ｌｉｔｈｏｌ　Ｆａｓｔ　Ｓｃａｒｌｅｔ　Ｌ４３００（Ｂ
ＡＳＦ）、上述の組み合わせなどの他の既知の着色剤を選択してもよい。
【００６４】
　（ｃ）ワックス
　ポリマー樹脂に加え、本開示のトナーは、ワックスも含んでいてもよく、１種類のワッ
クスまたは２種類以上の異なるワックスのいずれかであってもよい。含まれる場合、ワッ
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クスは、例えば、トナー粒子の約１ｗｔ％～約２５ｗｔ％、約５ｗｔ％～約２０ｗｔ％の
量で存在していてもよい。ワックスの融点は、少なくとも約６０℃、少なくとも約７０℃
、少なくとも約８０℃であってもよい。選択可能なワックスとしては、例えば、重量平均
分子量が約５００～約２０，０００、約１，０００～約１０，０００のワックスが挙げら
れる。ワックス粒子は、大きさが約１２５ｎｍ～約２５０ｎｍ、約１５０～約２２５ｎｍ
、約１７５～約２００ｎｍであってもよい。
【００６５】
　使用可能なワックスとしては、例えば、ポリオレフィン、例えば、ポリエチレン、ポリ
プロピレンおよびポリブテンワックス、例えば、Ａｌｌｉｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌおよび
Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているもの、例えば、Ｂａｋ
ｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ製のＰＯＬＹＷＡＸＴＭポリエチレンワックス、Ｍｉｃｈａｅ
ｌｍａｎ，Ｉｎｃ．Ｄａｎｉｅｌｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ製のワックスエ
マルション、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．から市販
のＥＰＯＬＥＮＥ　Ｎ－１５ＴＭ、三洋化成工業株式会社から入手可能な低重量平均分子
量ポリプロピレンＶＩＳＣＯＬ　５５０－ＰＴＭ；植物系ワックス、例えば、カルナバワ
ックス、米ろう、カンデリラワックス、和蝋、ホホバ油；動物系ワックス、例えば、蜜蝋
；鉱物系ワックスおよび石油系ワックス、例えば、モンタンワックス、オゾケライト、セ
レシン、パラフィンワックス、微結晶性ワックスおよびＦｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ
ワックス；高級脂肪酸および高級アルコールから得られるエステルワックス、例えば、ス
テアリン酸ステアリルおよびベヘン酸ベヘニル；高級脂肪酸および一価または多価の低級
アルコールから得られるエステルワックス、例えば、ステアリン酸ブチル、オレイン酸プ
ロピル、グリセリドモノステアレート、グリセリドジステアレートおよびペンタエリスリ
トールテトラベヘネート；高級脂肪酸および多価アルコールマルチマーから得られるエス
テルワックス、例えば、ジエチレングリコールモノステアレート、ジプロピレングリコー
ルジステアレート、ジグリセリルジステアレートおよびトリグリセリルテトラステアレー
ト；ソルビタン高級脂肪酸エステルワックス、例えば、ソルビタンモノステアレートおよ
びコレステロール高級脂肪酸エステルワックス、例えば、ステアリン酸コレステリルが挙
げられる。使用可能な官能基化されたワックスの例としては、例えば、アミン、アミド、
例えば、Ｍｉｃｒｏ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｉｎｃ．から入手可能なＡＱＵＡ　ＳＵＰＥＲＳＬ
ＩＰ　６５５０ＴＭ、ＳＵＰＥＲＳＬＩＰ　６５３０ＴＭ、フッ素化ワックス、例えば、
Ｍｉｃｒｏ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｉｎｃ．から入手可能なＰＯＬＹＦＬＵＯ　１９０ＴＭ、Ｐ
ＯＬＹＦＬＵＯ　２００ＴＭ、ＰＯＬＹＳＩＬＫ　１９ＴＭ、ＰＯＬＹＳＩＬＫ　１４Ｔ

Ｍ、混合してフッ素化したもの、アミドワックス、例えば、これもＭｉｃｒｏ　Ｐｏｗｄ
ｅｒ　Ｉｎｃ．から入手可能なＭＩＣＲＯＳＰＥＲＳＩＯＮ　１９ＴＭ、イミド、エステ
ル、四級アミン、カルボン酸またはアクリルポリマーエマルション、例えば、ＪＯＮＣＲ
ＹＬ　７４ＴＭ、８９ＴＭ、１３０ＴＭ、５３７ＴＭおよび５３８ＴＭ（すべてＳＣ　Ｊ
ｏｈｎｓｏｎ　Ｗａｘから入手可能）、Ａｌｌｉｅｄ　ＣｈｅｍｉｃａｌおよびＰｅｔｒ
ｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能な塩素化されたポリプロピレンおよび
ポリエチレン、およびＳＣ　Ｊｏｈｎｓｏｎワックスが挙げられる。いくつかの実施形態
では、上のワックスの混合物および組み合わせも使用してもよい。
【００６６】
　（ｄ）トナーの調製
　当該技術分野の技術常識の範囲内にある任意の方法によって、トナー粒子を調製しても
よい。トナー粒子の製造に関連する実施形態を、ＥＡプロセスに関して以下に記載してい
るが、例えば、米国特許第５，２９０，６５４号および第５，３０２，４８６号に開示さ
れる懸濁およびカプセル化のプロセスのような化学プロセスを含む、トナー粒子を調製す
る任意の適切な方法を用いてもよい。
【００６７】
　バッチ反応器中、混合物を作成するために上述のように、ＥＡプロセス（例えば、少な
くとも１つのポリエステル樹脂、少なくとも１つのスチレン／アクリレート樹脂、任意要
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素のワックスおよび任意の他の望ましい添加剤または必要な添加剤、および上述の樹脂を
含むエマルション（場合により界面活性剤を含む）の混合物を凝集させることを含むプロ
セス）によってトナー組成物を調製してもよい。得られる混合物のｐＨを、酸（例えば、
酢酸、硝酸など）を用いて調節してもよい。いくつかの実施形態では、混合物のｐＨを約
２～約４．５に調節してもよい。さらに、いくつかの実施形態では、混合物を均質化して
もよい。混合物を均質化した場合、毎分約６００～約４，０００回転（ｒｐｍ）で混合す
ることによって均質化を行ってもよい。均質化は、任意の適切な手段によって、例えば、
ＩＫＡ　ＵＬＴＲＡ　ＴＵＲＲＡＸ　Ｔ５０プローブホモジナイザを用いて達成されても
よい。
【００６８】
　ポリエステルと、スチレン／アクリレート樹脂とを任意要素の界面活性剤と混合して樹
脂エマルションを作成する。樹脂粒子は、大きさが約１００ｎｍ～約２５０ｎｍ、約１２
０ｎｍ～約２３０ｎｍ、約１３０ｎｍ～約２２０ｎｍであってもよいが、粒径は、これら
の範囲からはずれていてもよい。次いで、合わせたハイブリッド樹脂粒子を、設計上の選
択として、任意要素のワックス、任意要素の着色剤および他のトナー試薬と合わせる。
【００６９】
　上の混合物を調製した後、凝集剤（または凝固剤）を混合物に加える。適切な凝集剤と
しては、例えば、二価のカチオンまたは多価カチオン材料の水溶液が挙げられる。凝集剤
は、例えば、ポリハロゲン化アルミニウム、例えば、ポリ塩化アルミニウム（ＰＡＣ）、
または対応する臭化物、フッ化物または塩化物、ポリアルミニウムシリケート、例えば、
ポリアルミニウムスルホシリケート（ＰＡＳＳ）、および塩化アルミニウム、硝酸アルミ
ニウム、硫酸アルミニウム、硫酸カリウムアルミニウム、酢酸カルシウム、塩化カルシウ
ム、硝酸カルシウム、シュウ酸カルシウム、硫酸カルシウム、酢酸マグネシウム、硝酸マ
グネシウム、硫酸マグネシウム、酢酸亜鉛、硝酸亜鉛、硫酸亜鉛、塩化亜鉛、臭化亜鉛、
臭化マグネシウム、塩化銅、硫酸銅およびこれらの組み合わせを含む水溶性金属塩であっ
てもよい。いくつかの実施形態では、樹脂のガラス転移温度（Ｔｇ）より低い温度で凝集
剤を混合物に加えてもよい。
【００７０】
　例えば、約０．１パーツパーハンドレッド（ｐｐｈ）～約５ｐｐｈ、約０．２５ｐｐｈ
～約４ｐｐｈの量で凝集剤を混合物に加え、トナーを作成してもよい。
【００７１】
　粒子の凝集および融着を制御するために、凝集剤を長期間にわたって混合物に秤量しつ
つ加えてもよい。例えば、約５～約２４０分、約３０～約２００分にわたって凝集剤を混
合物に秤量しつつ加えてもよい。混合物を攪拌状態に維持しつつ、いくつかの実施形態で
は、約５０ｒｐｍ～約１，０００ｒｐｍ、約１００ｒｐｍ～約５００ｒｐｍに維持しつつ
、樹脂のＴｇより低い温度で凝集剤の添加を行ってもよい。
【００７２】
　このように、高温に維持するか、または、例えば約４０℃～約１００℃の温度までゆっ
くりと上げ、この温度で、攪拌を維持しつつ、混合物を約０．５時間～約６時間、約１時
間～約５時間保持することによって凝集を進め、凝集した粒子を得てもよい。
【００７３】
　所定の望ましい粒径が得られるまで、粒子を凝集させてもよい。当該技術分野で知られ
ているように、例えば平均粒径の場合にはＣＯＵＬＴＥＲ　ＣＯＵＮＴＥＲを用いて粒径
を監視してもよい。いくつかの実施形態では、粒径は、約４～約７μｍ、約４．５～約６
．５μｍ、約５～約６μｍであってもよい。
【００７４】
　トナー粒子の望ましい最終粒径が達成されたら、塩基を用い、混合物のｐＨを約６～約
１０、約５～約８の値に調節してもよい。ｐＨの調節を利用し、トナー粒子の成長を凍結
（すなわち、停止）させてもよい。トナー粒子の成長を停止させるために用いられる塩基
は、任意の適切な塩基（例えば、アルカリ金属水酸化物、例えば、水酸化ナトリウム、水
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酸化カリウム、水酸化アンモニウム、これらの組み合わせなど）であってもよい。いくつ
かの実施形態では、ｐＨを上述の望ましい値に調節しやすくするために、キレート剤（例
えば、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ））を加えてもよい。
【００７５】
　トナーの光沢は、粒子に保持されている金属イオン（例えば、Ａｌ３＋）の量によって
影響を受けることがある。いくつかの実施形態では、保持されている金属イオン（例えば
、Ａｌ３＋）の量は、本開示のトナー粒子において、約０．１ｐｐｈ～約１ｐｐｈ、約０
．２５ｐｐｈ～約０．８ｐｐｈであってもよい。
【００７６】
　（ｅ）シェル
　いくつかの実施形態では、凝集したトナー粒子にシェルを塗布してもよい。任意の１つ
以上の上述のアモルファス樹脂または当該技術分野で既知のアモルファス樹脂をシェル樹
脂として利用してもよい。凝集した粒子に、当業者の技術の範囲内にある任意の方法によ
ってシェル樹脂を塗布してもよい。生成した凝集トナー粒子の上に樹脂がシェルを生成す
るように、上述の凝集した粒子を前記エマルションと合わせる。
【００７７】
　トナー粒子は、直径が約４～約８μｍ、約５～約７μｍであってもよく、任意要素のシ
ェル要素は、トナー粒子の約２０～約４０重量％、約２２～約３６重量％、約２４～約３
２重量％含まれていてもよい。いくつかの実施形態では、シェルは、凝集したトナー粒子
またはコア粒子よりも高いＴｇを有する。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、シェルを作成するために、光開始剤、分岐剤などが樹脂混合
物に含まれていてもよい。いくつかの実施形態では、シェル樹脂は、本明細書に記載する
任意の界面活性剤を含むエマルションであってもよい。シェルは、導電性材料（例えば、
着色剤、例えば、カーボンブラック）を含んでいてもよい。
【００７９】
　（ｆ）融着
　所望の粒径になるまで凝集させ、上述のようにシェルを塗布した後、粒子が所望の最終
形状になるまで融着させ、融着は、例えば、混合物を約５５℃～約１００℃の温度、約６
０℃～約９５℃まで加熱し、この温度は、可塑化を防ぐために、結晶性樹脂の融点より低
くてもよい。もっと高い温度または低い温度を使用してもよく、この温度は、使用される
樹脂の関数であることが理解される。
【００８０】
　融着を約１分～約９時間、約２分～約４時間かけて進めてもよいが、例えば、バッチ反
応器またはマイクロ反応器中で凝集を行うかに依存して、これらの範囲からはずれた時間
を適用してもよい。
【００８１】
　連続的なシステムまたは反応器において、またはマイクロ反応器において、反応器を通
る一方向の様式で、容積を減らした試薬を向かわせる。バッチまたは連続的な反応器から
の凝集した粒子および反応剤（多くはスラリーである）を、連続的な反応器中でインキュ
ベーションするために、適切な材料で構成される連通するデバイス（例えば、ライン、導
路、管など）によって、連続的、不連続的に供給するか、または制御可能な速度および制
御可能な量で秤量しつつ加える。連通するデバイスが含まれていてもよく、連続的な反応
器は、反応器内の内容物の温度を制御するための１つ以上のデバイス（例えば、加熱要素
または冷却要素）を備える。加熱要素または冷却要素は、連通デバイスまたは反応器また
は反応器ユニット内の連通した反応剤および連続的な反応器中の凝集粒子のための制御さ
れた温度プロフィールまたは特定の温度プロフィールを得るために、連通デバイスに沿っ
て、連続的な反応器の流路に沿って配置されていてもよい。ポンプまたは促進デバイスに
よって、バッチ反応器から連続的な反応器へとスラリーを移動させることができる。連続
的な反応器は、その中を流れる望ましい流速を維持するために他の促進デバイスを備えて
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いてもよい。
【００８２】
　連続的な反応器は、一連の管、経路、空洞、管状の空隙、部分的に平坦な空隙、または
管状の空隙など、任意の適切な流路を有していてもよく、このような複数の連続的な反応
器は、例えば、マニホルドによって並行に接続し、反応器を含む複数のデバイスを通る並
行する連続した直進する流路を与えてもよい。連続的な反応器は、１つ以上の温度制御デ
バイス（例えば、加熱要素または冷却要素）を備えていてもよく、直進する並行な流路を
浸し、反応が起こる流路に沿って適切な温度または温度プロフィールを与えるように液体
（例えば、油）を含んでいてもよい。連通デバイス（例えば、ライン、導路、管など）に
よって、流路を出口デバイスに接続し、反応した混合物を、生成物を受ける容器に向かわ
せてもよい。反応装置を、試薬および流体の沸点を下げるような圧力下で操作し、移動を
妨げず、または連続して移動させ、反応器の中で反応混合物の均一の流れを確保してもよ
い。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、目的の連続的な反応器は、複数のユニット（例えば、約４つ
の領域、流路、流体の流路、ゾーン、サブパート、セクションなど）を備えており、それ
ぞれの領域、ゾーンなどは、その中に含まれるスラリーのために異なる環境または異なる
条件を与える。例えば、ある領域は、融着のための温度上昇条件を与え、別のその後のゾ
ーンは、粒子の融着が起こるゾーンであってもよい。いくつかの実施形態では、反応器は
、連続した流路を与えるように操作可能に接続した複数のユニット、部分、構成要素など
を備え、それぞれのユニットは、含まれるスラリーのための異なる環境を与え、トナー現
像の別個のプロセスが起こる。
【００８４】
　融着の後、混合物を室温（例えば、約２０℃～約２５℃）まで冷却してもよい。所望な
場合、迅速に冷却してもよく、またはゆっくりと冷却してもよい。適切な冷却方法は、反
応器の周囲のジャケットに冷水を導入することを含んでいてもよい。冷却した後、トナー
粒子を、場合により、水で洗浄し、その後乾燥させてもよい。任意の適切な方法、例えば
、凍結乾燥によって乾燥を行ってもよい。
【００８５】
　（ｇ）添加剤
　所望な場合、または必要な場合、トナー粒子は、他の任意要素の添加剤を含有していて
もよい。例えば、トナーは、任意の既知の電荷添加剤を、トナーの約０．１～約１０ｗｔ
％、約０．５～約７ｗｔ％の量で含んでいてもよい。このような電荷添加剤の例としては
、ハロゲン化アルキルピリジニウム、硫酸水素塩、米国特許第３，９４４，４９３号、第
４，００７，２９３号、第４，０７９，０１４号、第４，３９４，４３０号、第４，５６
０，６３５号に記載の電荷制御添加剤、負の帯電向上添加剤、例えば、アルミニウム錯体
などが挙げられる。
【００８６】
　洗浄または乾燥の後、表面添加剤をトナー組成物に加えてもよい。このような表面添加
剤の他の例としては、例えば、金属塩、脂肪酸の金属塩、コロイド状シリカ、金属酸化物
、チタン酸ストロンチウム、これらの混合物などが挙げられる。表面添加剤は、トナーの
約０．１～約１０ｗｔ％、約０．５～約７ｗｔ％の量で存在していてもよい。このような
添加剤の例としては、米国特許第３，５９０，０００号、第３，７２０，６１７号、第３
，６５５，３７４号、第３，９８３，０４５号に開示されるものが挙げられる。他の添加
剤としては、ステアリン酸亜鉛およびＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９７２（登録商標）（Ｄｅｇｕ
ｓｓａ）が挙げられる。米国特許第６，１９０，８１５号および第６，００４，７１４号
のコーティングされたシリカも、トナーの約０．０５～約５％、約０．１～約２％の量で
存在していてもよく、凝集中に添加剤を加えてもよく、または生成したトナー生成物にブ
レンドしてもよい。
【００８７】
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　トナー粒子の特徴を任意の適切な技術および装置によって決定してもよい。体積平均粒
径、Ｄ５０ｖ、数平均粒径、Ｄ１６ｎ、Ｄ５０ｎ、ＧＳＤｖ、ＧＳＤｎなどは、粒子およ
び粒子の集合を特性決定する有用なパラメーターの一例である。製造業者によって推奨さ
れるように操作された測定装置、例えば、Ｂｅｃｋｍａｎ　Ｃｏｕｌｔｅｒ　ＭＵＬＴＩ
ＳＩＺＥＲ　３によって、このような測定情報を得てもよい。累積的な粒度分布を使用し
、種々の集合のパラメーターを得ることができ、これを使用し、例えば、メジアン径、粗
粒子の量、微粒子の量などを決定することができる。微粒子の相対的な量をＤ５０ｎ／Ｄ

１６ｎ値から決定することができ、約１．２５未満、約１．２４未満、約１．２３未満、
またはもっと小さくてもよい。集合中の微粒子の割合は、約３．５％未満、約３％未満、
約２．５％未満、またはもっと少なくてもよい。
【００８８】
　本開示の方法を利用し、望ましい光沢度を得てもよい。従って、例えば、トナーの光沢
度は、Ｇａｒｄｎｅｒデバイスを用いて測定した場合、約２０光沢単位（ｇｕ）～約１０
０ｇｕ、約５０ｇｕ～約９５ｇｕ、約６０ｇｕ～約９０ｇｕの光沢度であってもよい。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、本開示のトナーを低融点トナー、例えば、超低融点（ＵＬＭ
）トナーとして利用してもよい。いくつかの実施形態では、乾燥トナー粒子は、外部表面
添加剤を除き、以下の特徴を有していてもよい。
　（１）真円度が約０．９～約１（例えば、Ｓｙｓｍｅｘ　３０００を用いて測定）、約
０．９５～約０．９９、約０．９６～約０．９８；
　（２）Ｔｇが約４５℃から約６０℃、約４８℃～約５５℃；および／または
　（３）ｇ／１０分（５ｋｇ／１３０℃）でのメルトフローインデックス（ＭＦＩ）が約
７９．０～約１７２．５。
【００９０】
　トナーは、種々のＲＨ条件にさらされたとき、望ましい帯電特徴を有していてもよい。
低湿度ゾーン（Ｂゾーン）は、約２１℃／１５％ＲＨであってもよく、一方、高湿度ゾー
ン（Ａゾーン）は、約２７℃／８５％ＲＨであってもよい。コア中にスチレン／アクリレ
ート樹脂が含まれると、類似するが、コアにポリエステルのみを含むトナーと比較して、
複数の環境条件でトナー粒子に優れた帯電性を与える。スチレン／アクリレート樹脂が存
在すると、１つより多いゾーン（例えば、ＡゾーンおよびＢゾーン）での試験および最適
化された性能によってわかるように、複数の環境条件で最適化されたもっと丈夫なトナー
粒子を得るように組成物を調整し、または変更することができる。スチレン／アクリレー
ト樹脂は、ポリエステルのみのトナーのあまり望ましくない特性も減らすか、または低下
させる。
【００９１】
　（Ｄ）現像剤
　このようにして作られたトナー粒子を現像剤組成物に配合してもよい。例えば、トナー
粒子を担体粒子と混合し、２成分現像剤組成物を得てもよい。現像剤中のトナー濃度は、
現像剤の合計重量の約１重量％～約２５重量％であってもよく、現像剤組成物の残りは担
体である。しかし、異なるトナーおよび担体の割合を使用し、望ましい特徴を有する現像
剤組成物を得てもよい。
【００９２】
　（ａ）担体
　トナー粒子と混合するための担体粒子の例としては、トナー粒子とは反対の極性の電荷
を静電的に与えることができる粒子が挙げられる。適切な担体粒子の具体例としては、顆
粒状ジルコン、顆粒状ケイ素、ガラス、鋼鉄、ニッケル、フェライト、鉄フェライト、二
酸化ケイ素、１種類以上のポリマーなどが挙げられる。他の担体としては、米国特許第３
，８４７，６０４号、第４，９３７，１６６号、第４，９３５，３２６号に開示されるも
のが挙げられる。
【００９３】
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　いくつかの実施形態では、担体粒子は、コアと、コアの上にコーティングとを有してい
てもよく、コーティングは、帯電列に近接していないポリマーまたはポリマー混合物から
作られてもよく、例えば、本明細書に教示されるもの（例えば、目的のハイブリッド）、
または当該技術分野で既知のものであってもよい。コーティングは、フルオロポリマー、
スチレン、シランのターポリマーなどを含んでいてもよい。コーティングは、コーティン
グの重さが、例えば、担体の約０．１～約１０重量％であってもよい。
【００９４】
　種々の有効で適切な手段、例えば、カスケードロール混合、タンブリング、粉砕、振と
う、静電粉末雲噴霧、流動床混合、静電ディスク処理、静電カーテン処理、これらの組み
合わせなどを使用し、担体コア表面にポリマーを塗布してもよい。次いで、担体コア粒子
およびポリマーの混合物を加熱し、ポリマーを溶融し、担体コアに融合することができる
。次いで、コーティングされた担体粒子を冷却し、その後、望ましい粒径になるように分
級してもよい。
【００９５】
　（Ｅ）画像形成デバイス
　米国特許第４，２９５，９９０号に開示されるものを含め、静電印刷プロセスまたは電
子写真プロセスでトナーを使用してもよい。いくつかの実施形態では、例えば、磁気ブラ
シによる現像、単成分のジャンピング現像、ハイブリッドスカベンジレスによる現像（Ｈ
ＳＤ）などの任意の既知の種類の画像現像システムを画像現像デバイスに用いてもよい。
これらの現像システムおよび類似の現像システムは、当業者の常識の範囲内である。
【００９６】
　カラープリンタは、一般的に、異なる色を保有する４つの筐体を使用し、黒色と、標準
的な印刷色（シアン、マゼンタおよびイエロー）に基づき、完全なカラー画像を作成する
。しかし、いくつかの実施形態では、５つの筐体、６つの筐体またはもっと多くの筐体を
有する画像作成デバイスを含め、さらなる筐体が望ましい場合があり、それによって、広
範囲の色（広範囲の色域）を印刷するためのさらなるトナー色を有する能力を与える。
【００９７】
　以下の実施例は、本開示の実施形態を示すために提示される。実施例は、単なる説明を
意図しており、本開示の範囲を限定することを意図していない。また、特に指示のない限
り、部およびパーセントは、重量基準である。本明細書で使用する場合、「室温」は、約
２０～約３０℃の温度を指す。
【実施例】
【００９８】
　実施例１：連続的な融着におけるＥＡハイブリッドトナー（１０％スチレン／アクリレ
ート樹脂）
　２０ガロンの反応器中、コア粒子の調製および凝集を行った。２８．７２ｋｇの脱イオ
ン水（ＤＩＷ）、３．７９０ｋｇのシアン顔料分散物、３．４４０ｋｇのＩＧＩ　Ｄ１５
０９ワックス分散物、７．２９６ｋｇのアモルファスＨＭＷポリエステルラテックス（２
００ｎｍ、７６６００ＭＷ）、７．２９６ｋｇのアモルファスＬＭＷポリエステルラテッ
クス（２００ｎｍ、１８１００ＭＷ）、２．２３２ｋｇの結晶性ポリエステルラテックス
（２００ｎｍ、２２２００ＭＷ）および１．３８４ｋｇのポリスチレン／ブチルアクリレ
ートラテックス（１８５ｎｍ、３４５００ＭＷ、Ｔｇ　５１℃）を含むエマルションを混
合してコア粒子を作成した。次いで、コア粒子を望ましい粒径まで凝集させ、凝集を止め
た。アモルファス樹脂のシェル（２８ｗｔ％）を粒子に加えた。次いで、４９℃の温度で
スラリーを、２８０ｍｌ／分の流速で連続した凝集装置に供給し、温度を融着温度である
９２℃まで上げ、この時点で、スラリーを２つの滞留時間のコイルに進ませた。連続的な
反応器の合計容積は２８０ｍｌであった。融着したスラリーを、最後の熱交換器で２２℃
の温度まで急冷し、望ましい粒径のハイブリッドトナー粒子を得た（例えば、約５μｍ～
約６μｍ）。このトナー粒子を以下の実施例５のＡとして特定する。
【００９９】
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　このトナーは、融着中に分解または微粒子の増加を示さなかった。トナーを４０μｍの
ふるいに通して粗粒子を除去し、次いで、減圧下、ＢＵＣＨＮＥＲ漏斗によって母液（Ｍ
Ｌ）から分離した。ＭＬ濾液は、透明であり、凝集、融着または洗浄を含むトナーを調製
するための任意の工程中にＭＬのラテックスまたはワックスの排出が存在しないことを示
す。
【０１００】
　実施例２：バッチ融着でのＥＡハイブリッドトナー（１０％のスチレン／アクリレート
樹脂）
　実施例１に記載するように、ただし、融着を２０ガロンのバッチ反応器中、バッチ状態
で行い、トナー粒子を調製した。最終的に急冷した粒子の仕様（例えば、粒径および形態
）は、実施例１のトナーと近く、似ていた。
【０１０１】
　実施例３：連続した融着でのＥＡハイブリッドトナー（５％；２５％；３５％および５
０％のスチレン／アクリレート樹脂）
　実施例１に記載するように、ただし、１０％のスチレン／アクリレート樹脂の代わりに
、５％（Ｂ）；２５％（Ｃ）；３５％（Ｄ）および５０％の（Ｅ）スチレン／アクリレー
ト樹脂を含むトナー粒子を調製した。ＤサンプルおよびＥサンプルは、それぞれ微粒子の
割合が大きかった。
【０１０２】
　実施例４：バッチでの融着または連続した融着でのコントロールＥＡポリエステルトナ
ー
　実施例１または２に従い、ただし、コアを製造するための樹脂エマルションにスチレン
／アクリレート樹脂を加え、ポリエステルトナー粒子を調製する。
【０１０３】
　実施例５：トナーの帯電特性の測定
　Ｆａｒａｄａｙ　Ｃａｇｅプロセスによって、トナー粒子の静電電荷を測定することが
できる。塗料シェーカー（６００ｒｐｍおよび６５０ｒｐｍでのＲｅｄ　Ｄｅｖｉｌ　５
４００）で２０分間、トナーを混合する。このプロセスは、低トナースループットモード
でのゼログラフィー筐体環境で加えられるのに等しいトナー粒子に対する機械エネルギー
の入力をシミュレートしている。すなわち、約１００～約１０，０００回の印刷で筐体か
ら現像されるトナーによって印刷物の約０～約２％が覆われている印刷物を製造するゼロ
グラフィー筐体。例えば、Ａゾーン（８０°Ｆ／８０％ＲＨ）、Ｂゾーン（７０°Ｆ／５
０％ＲＨ）またはＪゾーン（７０°Ｆ／１０％ＲＨ）で平衡状態にした現像剤について、
静電電荷を測定する。
【０１０４】
　実施例１および３に従って調製されたコアに５％のスチレン／アクリレート樹脂～５０
％のスチレン／アクリレート樹脂を含むハイブリッドトナー粒子（現像剤に配合された）
の帯電特性を、実施例４のコントロールポリエステルトナー粒子と比較した。粒度分布か
ら、高い割愛の微粒子を含有する３５％および５０％のスチレン集合であることがわかっ
た。
【０１０５】
　従って、コアに１０％以下のスチレン／アクリレート樹脂を含むハイブリッドトナー粒
子に注目した。Ｂゾーンでの静電帯電は、ポリエステルのみのコントロールトナーと比較
して、ハイブリッドトナーでは低下していることがわかった。Ｄ５０ｎ／Ｄ１６ｎ値は、
ポリエステルのみのコントロールでは１．２４であるのに対し、１．２１９（５％）およ
び１．２１１（１０％）であった。微粒子の割合は、ポリエステルのみのコントロールで
は３．１％であるのに対し、１．８８％（５％）および２．３４％（１０％）であった。
従って、５％または１０％のスチレン／アクリレート樹脂がトナーコア中に存在する場合
、微粒子の量は少ない。
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